
JP 2004-205902 A5 2006.2.9

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 2月 9日 (2006.2.9)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2004-205902(P2004-205902A)
【 公 開 日 】 平 成 16年 7月 22日 (2004.7.22)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2004-028
【 出 願 番 号 】 特 願 2002-376367(P2002-376367)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｇ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ Ｆ    1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)   1/1335   (2006.01)
                        Ｇ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ Ｆ    1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)   1/1337   (2006.01)
                        Ｇ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ ＦＧ ０ ２ Ｆ    1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)   1/1343   (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｇ ０ ２ Ｆ    1/1335  ５ ２ ０
   Ｇ ０ ２ Ｆ    1/1337        
   Ｇ ０ ２ Ｆ    1/1343        
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 16日 (2005.12.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 液 晶 表 示 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 一 対 の 基 板 間 に 誘 電 異 方 性 が 負 の 液 晶 を 有 し た 液 晶 層 を 挟 持 し て な り
、 前 記 一 対 の 基 板 の 内 面 に は 電 極 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 １ つ の ド ッ ト 領 域 内 に 透 過 表 示 を
行 う 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域 と を 備 え る と と も に 、 前 記 一 対 の 基 板 の
う ち の 少 な く と も 一 方 の 基 板 と 前 記 液 晶 層 と の 間 に 、 前 記 反 射 表 示 領 域 と 前 記 透 過 表 示 領
域 と で 前 記 液 晶 層 の 層 厚 を 異 な ら せ る 液 晶 層 厚 調 整 層 が 少 な く と も 前 記 反 射 表 示 領 域 に 設
け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 液 晶 層 厚 調 整 層 は 、 前 記 反 射 表 示 領 域 と 前 記 透 過 表 示 領 域 と の 境 界 付 近 に お い て 傾
斜 面 を 備 え 、 前 記 一 対 の 基 板 の 前 記 電 極 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 電 極 に は 、 前 記 傾 斜 面
に 対 応 す る 位 置 に 開 口 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 の 前 記 透 過
表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 は
、 前 記 開 口 部 の 近 傍 に 配 置 さ れ た 連 結 部 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 液 晶 表 示 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 は 、 前 記 開 口 部 に よ っ て 前 記 ド ッ ト
領 域 内 で 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配
置 さ れ た 電 極 部 と に 隔 て ら れ て お り 、 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 前 記 電 極 部
と 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 前 記 電 極 部 は 、 前 記 傾 斜 面 に 対 応 す る 位 置 の 一
部 に 配 置 さ れ た 前 記 連 結 部 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 一 つ の ド ッ ト 領 域 内 で 前 記 透 過 表 示 領 域 を 内 部 に 含 む よ う に 前 記



反 射 表 示 領 域 が 枠 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 液 晶 層 厚 調 整 層 の 前 記 傾 斜 面 が 前 記 透 過 表 示 領 域 の
周 囲 を 囲 ん で 配 置 さ れ て お り 、 内 側 に 配 置 さ れ た 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た
電 極 部 と 、 外 側 に 配 置 さ れ た 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と を 電 気 的 に
接 続 す る 前 記 連 結 部 は 、 前 記 透 過 表 示 領 域 の 周 囲 を 囲 ん で 配 置 さ れ た 前 記 傾 斜 面 に 対 応 す
る 位 置 の 一 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 透 過 表 示 領 域 は 、 前 記 一 つ の ド ッ ト 領 域 内 で 略 矩 形 に 配 置 さ れ て
お り 、 前 記 連 結 部 は 前 記 透 過 表 示 領 域 の 隅 角 部 に 対 応 し た 位 置 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 と 反 対 側 の 電 極 に は 、 前 記 透 過 表 示
領 域 の 略 中 央 に 対 応 す る 位 置 に 開 口 部 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 と 反 対 側 の 電 極 上 に は 、 前 記 透 過 表
示 領 域 の 略 中 央 に 対 応 す る 位 置 に 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 一 対 の 基 板 間 に 誘 電 異 方 性 が
負 の 液 晶 を 有 し た 液 晶 層 を 挟 持 し て な り 、 前 記 一 対 の 基 板 の 内 面 に は 電 極 が そ れ ぞ れ 設 け
ら れ 、 １ つ の ド ッ ト 領 域 内 に 透 過 表 示 を 行 う 透 過 表 示 領 域 と 反 射 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域
と を 備 え る と と も に 、 前 記 一 対 の 基 板 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 基 板 と 前 記 液 晶 層 と の 間
に 、 前 記 反 射 表 示 領 域 と 前 記 透 過 表 示 領 域 と で 前 記 液 晶 層 の 層 厚 を 異 な ら せ る 液 晶 層 厚 調
整 層 が 少 な く と も 前 記 反 射 表 示 領 域 に 設 け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 液 晶 層 厚 調
整 層 は 、 前 記 反 射 表 示 領 域 と 前 記 透 過 表 示 領 域 と の 境 界 付 近 に お い て 傾 斜 面 を 備 え 、 前 記
一 対 の 基 板 の 前 記 電 極 の う ち の 少 な く と も 一 方 の 電 極 に は 、 前 記 傾 斜 面 に 対 応 す る 位 置 に
開 口 部 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 の 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し
て 配 置 さ れ た 電 極 部 と 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 は 、 前 記 開 口 部 の 近
傍 に 配 置 さ れ た 連 結 部 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 開 口 部 が 設 け ら れ た 前 記 電 極 は 、 前 記 開 口 部 に よ
っ て 前 記 ド ッ ト 領 域 内 で 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と 前 記 反 射 表 示 領
域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と に 隔 て ら れ て お り 、 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ
れ た 前 記 電 極 部 と 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 前 記 電 極 部 は 、 前 記 傾 斜 面 に 対
応 す る 位 置 の 一 部 に 配 置 さ れ た 前 記 連 結 部 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 一 つ の ド ッ ト 領 域 内 で 前 記 透 過 表 示 領 域 を 内 部 に
含 む よ う に 前 記 反 射 表 示 領 域 が 枠 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 液 晶 層 厚 調 整 層 の 前 記 傾 斜 面 が 前 記
透 過 表 示 領 域 の 周 囲 を 囲 ん で 配 置 さ れ て お り 、 内 側 に 配 置 さ れ た 前 記 透 過 表 示 領 域 に 対 応
し て 配 置 さ れ た 電 極 部 と 、 外 側 に 配 置 さ れ た 前 記 反 射 表 示 領 域 に 対 応 し て 配 置 さ れ た 電 極
部 と を 電 気 的 に 接 続 す る 前 記 連 結 部 は 、 前 記 透 過 表 示 領 域 の 周 囲 を 囲 ん で 配 置 さ れ た 前 記
傾 斜 面 に 対 応 す る 位 置 の 一 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 な お 、 こ こ で 言 う 「 液 晶 層 厚 調 整 層 の 傾 斜 面 に 対 応 す る 位 置 に 開 口 部 を 設 け る 」 と は 、
「 平 面 視 し た と き に 液 晶 層 厚 調 整 層 の 傾 斜 面 と 少 な く と も 一 部 重 な る 位 置 に 開 口 部 を 設 け
る 」 と い う 意 味 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 透 過 表 示 領 域 は 、 前 記 一 つ の ド ッ ト 領 域 内 で 略 矩
形 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 連 結 部 は 前 記 透 過 表 示 領 域 の 隅 角 部 に 対 応 し た 位 置 に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 従 っ て 、 透 過 表 示 領 域 の 形 状 を 略 矩 形 と し て ４ つ の 各 辺 に 対 応 さ せ て 開 口 部 が 設 け ら れ
て い る た め 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 矩 形 の 各 辺 と 垂 直 な ４ 方 向 に 規 定 さ れ る 結 果 、 １ ド ッ
ト 領 域 の 中 に ４ つ の 異 な る 配 向 方 向 を 持 つ 領 域 が で き 、 配 向 分 割 構 造 を 実 現 す る こ と が で
き る の で 、 広 視 野 角 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 開 口 部 を 単 純 に 閉 環 状 に 形 成 す る と 、 開 口 部 の 内 側 の 電 極 部 は 島 状 に な
り 、 開 口 部 の 外 側 の 電 極 部 と の 導 通 が と れ な い 。 そ の た め 、 外 側 の 電 極 部 と 内 側 の 電 極 部
と の 連 結 部 （ 導 通 部 ） が 必 須 と な る が 、 こ の 連 結 部 （ 導 通 部 ） は 液 晶 の 配 向 制 御 力 が 弱 い
た め 、 こ の 部 位 周 辺 で デ ィ ス ク リ ネ ー シ ョ ン が 発 生 し や す く な る 。
こ れ に 対 し て 、 本 発 明 で は 、 こ の よ う な 連 結 部 （ 導 通 部 ） を 隅 角 部 に 設 け て い る た め 、 連
結 部 （ 導 通 部 ） を 開 口 部 の 端 辺 の 中 央 部 に 対 応 し た 位 置 に 設 け た 場 合 に 比 べ て 、 デ ィ ス ク
リ ネ ー シ ョ ン 発 生 を 抑 制 す る こ と で き る 。 つ ま り 、 隅 角 部 の 液 晶 分 子 は 、 開 口 部 の 長 辺 側
及 び 短 辺 側 の 双 方 の 液 晶 分 子 の 配 向 の 影 響 を 受 け る た め 、 開 口 部 の 端 辺 中 央 部 の 液 晶 分 子
に 比 べ て 配 向 性 能 が 高 い 。 こ の た め 、 こ の よ う に 配 向 性 能 の 高 い 位 置 に 連 結 部 （ 導 通 部 ）
を 形 成 す る こ と で デ ィ ス ク リ ネ ー シ ョ ン の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 特 に 、 上 記 構 成
で は 、 上 記 開 口 部 の 効 果 に よ り 画 素 全 体 の 配 向 分 割 が 十 分 に な さ れ る た め 、 隅 角 部 に は 一
層 デ ィ ス ク リ ネ ー シ ョ ン が 発 生 し に く く な る 。 ま た 、 仮 に デ ィ ス ク リ ネ ー シ ョ ン が 発 生 し
て も そ の 表 示 へ の 影 響 は 隅 角 部 の 極 僅 か な 領 域 で あ り 、 表 示 や 応 答 速 度 等 に 大 き な 影 響 を
及 ぼ す こ と は な い 。 な お 、 隅 角 部 近 傍 と は 、 開 口 部 内 側 の 電 極 部 の 端 部 か ら 所 定 の 範 囲 を
い い 、 こ の 所 定 の 範 囲 は 、 例 え ば 、 上 記 内 側 の 電 極 部 の 端 辺 の 長 さ の １ ／ ４ の 距 離 の 範 囲
と し て 規 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 こ の よ う な 連 結 部 （ 導 通 部 ） は 開 口 部 の 複 数 の 隅 角 部 に 設 け る こ と が 好 ま し く 、
こ れ に よ り 、 連 結 部 （ 導 通 部 ） の 断 線 に 起 因 し た 点 欠 陥 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
　 ま た 、 上 述 の 構 成 に 加 え て 、 ス リ ッ ト 状 の 開 口 部 が 設 け ら れ た 電 極 と 反 対 側 の 電 極 の 透
過 表 示 領 域 の 略 中 央 に 対 応 す る 位 置 に 開 口 部 を 設 け る こ と で 透 過 表 示 領 域 に お け る 配 向 制
御 力 を よ り 高 め る こ と が で き 、 コ ン ト ラ ス ト 等 の 表 示 品 質 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る
。 或 い は 、 開 口 部 の 代 わ り に 凸 部 を 設 け て も よ い 。 電 極 上 に 凸 部 （ 突 起 ） を 設 け た 場 合 に
は 、 液 晶 層 の 中 に 突 出 し た 突 起 物 の 作 用 に よ っ て 液 晶 の 配 向 方 向 を 制 御 す る こ と が で き る
。 こ の よ う に メ カ ニ ズ ム は 異 な る も の の 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 制 御 す る 手 段 と し て 、 「
電 極 の 開 口 部 」 を 「 電 極 上 の 凸 部 」 に 置 き 換 え る こ と は 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 前 記 一 対 の 基 板 の そ れ ぞ れ に 対 し て 略 円 偏 光 を 入 射 さ せ る た め の 略 円 偏 光 入 射 手
段 を 備 え る こ と に よ っ て 、 反 射 表 示 、 透 過 表 示 と も に 良 好 な 表 示 を 行 う こ と が で き る 。

(3) JP 2004-205902 A5 2006.2.9
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